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序説三可使の変遷三一一吋 人吏と諸局吏の饗神会街吏の大将・軍将結語
序
説
北宋において三可が国家財政を統轄して、民政を司る中書省と軍政を掌る枢密院と並んで．中央政府の重要な官庁
を構成していたことは、今夏いうまでもないところである。この三司は唐末五代に発展した節度使体制と同じ構成をもっていて、使・副使・判官・推官が置かれ、その下に孔目官系統の人吏や都押街等の街前系統の軍将・大将があり遥引官・客将等もあった。一ニ可は塩鉄・皮支・戸部の三部に分かれて、財政の収支を分掌したが、その外に勾院・部磨勘司並に帳司・都理欠司・都窓由 ・街司 開訴可等 所謂子可も置かれて、帳簿の検査・欠税の督促・証書の照
〈2
〉
合・雑役の管理・文書の受発等を掌った。これらについては巳に発表した処もあるので、ここでは特に三司使の人還の変遷と三部及び子 の人吏並に街司に属する軍将 大将について述べて、三司 性格を一
一層明かにしたいと思う。
三司使は五代の制を承け継いだもので、宋初にはこれは武官が多く任用されたが、中期以後には全く文官がこれに
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なった。そして三司使から執政になるものが多かったが、神宗朝になると、その地位が低下してきた。叉三司の人吏はその人数が頗る多く、賄賂を多く取ったので、宋初には人員整理が行われたが、やがてこれら人吏の激しい抵抗に過って、これもあまり行われなくなった。それは人吏が守護神を祭るなどして、団結を図って共同の利益を守っていたためであったと思われる。叉軍将・大将は漕運・牧養・河川工事・軍匠の教育・店宅務の管現・酒坊の経営・倉庫の主管等を行っていて、街司が軍将・大将のこれらの役の軽重を計って、それを公平に分担させ いた。
以下これらのことについて詳述することとする。
三司使の変遷
三可使は塩鉄・度支・戸部の三部を総べたものであって、五代の後唐の明宗・長興一五年（匂
ωC
）以後置かれ、宋も
この制を踏襲した。然し宋初にはこの制も幾度か改変された。即ち太宗 大平興国八年（匂∞
ω）一二月には三司使を罷
めて、塩鉄・度支・戸部の各伎が置かれた。然 に同じ太
宗
の淳化同年（
$ ω
）十月には
全国
を十道に分って左計・右計の
両使が置かれ、同年間十月には左右計を統轄する総計使 設けられた。然るに同五年十二月にはこれら 総計使・左右計使は廃止されて、再び塩鉄・度支・戸部 各使 置かれた。然し
真宗
の成平六年（
5 0 8
六月になってこれら
の塩鉄・度支・戸部の各使は罷められて、これらを統轄する三司使が置かれ、各部 塩鉄副使・度支副使・戸部副使
ハ3
）
が置かれた。これより後、神宗の元豊五年（
H S S
に三司が廃止されるまで、三司使が置かれていたのである。
そこで以下まず太祖朝から真宗朝に至るまでの三司使の姓名とその前官及び転官の次第を表示すると、次の如くで
あ る 。
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官
司
使
転
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宜徽北院使三司使張美右監門
衛大将
軍三
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李崇短〈
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〉
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乾徳二・正
同二・四
開宝二・二
同四・五同五・十同六・九同七・六同九・
三
太宗太平興国七・
二
同
同同
八
務
同同同照
五 四 四 元
二十四九
端挟二・七淳化元年
前泰州刺史軍器庫使倉部郎中知制詰左衛大将軍給事中右諌議大夫右諌議大夫同判
三司
右衛将軍如京使客省使（知荊南府）度支使戸部使度支副使（ 知 広 州 ）
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宣臓北院使判
三司李
山 戸 市 矩
左監門衛大将
軍権点検三司超此
大内都部署判一
一 一
司事沈倫
左駿衛大将軍権判一一
一司楚昭輔
参知政事兼提点三司准南湖南嶺南諸州水陸転運使事醇居正参知政事兼提点三司荊南剣南諸州水陸転運使事日余慶判三司楚昭輔権点検三司公事張務権判留司 兼知開封府王仁陪完
徽北院使判
三
司王仁際
同判三司侯砂同判三司王明
右諌議大夫同判ゴ一 宋瑛塩鉄使王明度支使陳従信戸部使都正左諌議大夫権度支使許仲宣（
6
）
塩鉄使張平左諌議大夫塩鉄使郭賛ハ
7
〉
塩鉄使張遜度支使税五右諌議大夫戸部使李惟清（
8
）
塩鉄使張遜左諌議大夫戸部使徐休復
枢密使〈 罷 免 〉枢密副使（ 死 〉右衛大将軍（ 死 〉参知政事ハ 知 井 州 〉（ 死 〉 （
5
）
（ 知 広 州 ）ハ 死 ）（ 知 壇 州 ）（黄州刺史〉器問書枢密院事ハ 罷 免 ）
（ ラ ）
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度支使ハ河北
部転運使
〉
右諌議大夫戸部使知審
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塩鉄使（枢密都
承旨
）
（東上閤門使勾当軍頭引見司）
河北転運使右諌議大夫戸部使（知審別院）右諌
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諌議大夫右計使
董倣
工部侍郎総計使陳恕塩
鉄
使陳恕
度支使王延徳左諌
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塩鉄使陳恕権戸部使上官正
（ 知
治州
》
戸部使索湘度支使魂羽戸
部使工部侍郎
雷有
終
度支使川部侍郎張権問出鉄使張燕（
日
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塩鉄使王嗣ポ
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右諌議大夫戸部 王子輿右諌議大夫度支 梁鼎
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が徳元・八
同元・八川ニ・五
大中祥符二・ご
同五・九同五・九同七・三同七・十一同八・八
天繕二・七
（河北巡検使〉（権判吏部流内詮）刑部侍郎権知開封府
右諌議大夫戸部使梁瀬右諌議大夫度支使醇映兵部侍郎
三
可使送準
一 一一 司 使 冠 準
紘
一 一 一
司使公事劉帥道
右諌議大夫権
三
司使丁謂
枢密直学士
一 一一司使丁謂
三
司使礼部侍郎丁謂
椎三司使林特給事中林特工部侍郎二一司使林特
ハ同知審官院〉（ 知 杭 州 〉
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枢密直学士工部郎中刑部員外郎知制詰塩鉄副使右諌議大夫太常少卿枢密直学士刑部侍郎
（
q H
） 
問中輩
出門下平章事（灯）
（ 貯 ）（ω
〉
（η
〉
参知政事（花〉
ハ 沌 ）（ 位 ）
戸部侍郎同玉清昭（幻）応宮副使（権知開封府）
右諌議大夫権
三
司使馬元方（ロ）
三司使李士衡
（ お 〉（幻）
この表は主に「続資治通鑑長編」と「宋史」の中のこれらの人々の列伝と宰輔表とによって作成したものである。この表の中の末段の括弧の中の数字は長編の巻数を表わすものであり、又括弧の中の官職名や罷免等は「宋史」の列伝によって補ったものである。これらのことは以下の表でも同様である。上記のもの以外の史料は註で説明している。
これを見ると、太祖朝には三司使九人の中、張美・李山
m m
矩・越耽・楚昭輔・王仁謄等五人の武官が三 になってい
た。 は五代の制を踏襲したものである。太宗朝になると、三司使二十二人の中、王仁謄・隙従信・郁正・張平・貌一小了王延徳等六人の武官が三司使或は塩鉄使・度支使・戸部使になっていた。この頃になると、文官が多く三司使叉は三部の各使にな ようになった。真宗朝になると 三司使十九人の中、武官は初期の王延徳・上官正の二人だけであって、その他は皆文官であった。このようにして真宗朝の中頃以後には は皆文官がなることになったのである。このことについては「続資治通鑑長編」地ハ仁宗・嘉佑七年
2 8 N
）五月丁未の知諌院司馬光の上奏にも、
(1) (2) 北宋の三司の性格ハ周藤
V
五
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国初三司使、或以諸衛将軍・諸司使為之、判官則朝土暁銭穀者、皆得為之、不必用文辞之士也、
とあって、太祖朝や太宗明には、三可使には諸衛将軍や諸司使（宣徽北院使・如京使・・客省使・東上閤門使）等が多く任命され、その下の判官には銭穀に、通ずる士が選ばれたといわれている。然し太宗朝から文官が多く任用され、真宗朝以後にはこれが専ら用いられることとなったのである。
叉「宋史」職官志・三司使によると、
三可之職、国初沿五代之制、置使以総国計、応問方貢賦之入、朝廷不預、一一帰三崎通管 塩鉄・度支・
一戸部、号
。
00000
臼計省、位亜執政、日為計相、其思数康禄、与参枢同、
とあって、三河使は国家の財政を総熔して、
三
司は計省といわれ、
一 一 一
司使の位は執政即ち参知政事や杷密使・副使・
知枢密院事・同知枢密院事に次 ぐもので、その思数・康禄は執政と同じであったようである。一史に南宋の洪過の「容斎随筆」続筆巻三執政問入頭には
。 。 。
国朝除用執政、多従三可使・翰林学土・知開封府・御史中丞進拝、俗呼為問 頭、
とあって、宋では執政は 一司使・翰林学士・知開封府・御史中丞から進拝したので、これを間入頑といったといわれている。従って
三
可使は執政に進む近路をなしていた。前述の「宋史」職官志・
一二
一 円 に は
使一人、以両省五日山以
k
及知制詰・雑学上・学
士
充、亦有輔巨罷政出外、召還充使者、使関則有権使容、叉闘則
有権発遺公事、
と見えていて、
一．一司使は阿省五品以上及び知制古川・雑学士・学士をもって充て、使が欠ければ権一一一司使を置き、権一二
心使も欠ければ権発遺三一一川使をほいていた。
そこで前掲の
一二心使の表を見ると、権
一二心使は真宗の景徳一五年
c o o S
八月、枢宿直学士工部郎中劉師道が権三司
使公事になってから、この制が多く行われた。そし 権発遺一
二4
使はこの時期にはまだ現われていない。そして太宗
訓から真宗朝の文行の
一 二
川使を見ると、たお諌議大夫が頗る多く、給市中も多少あり、工部侍郎・礼部侍郎・刑部侍
郎・兵部侍郎等もけ比え る。この中、左お諌議大夫と給事中とは前述の両省五品であ から、
一 ニ
司使には両省五品
以上が任ぜ れたのである。ただ前述の如く景徳
一冗年八月劉師道が枢密直学土工部郎中で権三司使になってから
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は 小 竹 諌 議 大 ・ い ハ へ
で
も椛
一 一 一 一 一
川使となっ
ており
、
工
部侍郎・礼部侍郎・刑部侍郎等の侍郎で
もって
、
一 二
司使に任ぜられるよ
うになった。これらの点から見ると、この時期にはま、た前述の「宋史」職官志の三司使の条に「両省五品以上及び知制詰・雑学士・学士を以って任ずる」 ある中の「知制詰・雑学士・学士をもって充てる」というのは、ただ枢密直学士が多少見えるだけであるようである。尤も知制詰から諌議大夫になって、三司使になったものは、二人程見えてい る 。
更に前述の洪遇の「容斎続筆」で、「三司使は翰林学士・知開封府・御史中丞と共に、執政に進む近路である」と
いわれたことについて述べると、この表の文官の転官の中でも、
一 二
可使から直に参知政事・答書枢密院事等の執政と
なり、真宗朝の冠準のように執政を経ないで直接に宰相になった のもあるが、それらの数は四人 過ぎない。従ってこの頃にはその数はそ 多か とはいえないようである。この表から見ると むしろ三可使から地方の諸州の知州となって 外に出たものがかなり多いようである。
次に仁宗朝から英宗を経
て
、神宗の
一五 曲
活冗年五
月に官制改草が行われて、
と、次表の如くであ為。
イが廃止されるまでの三司使をあげる
仁宗乾輿元・十
一
天聖元・正
同三・九同四・八同四・十
一 …
同六・三同 六 ・ 一 二
（ 権 知 開 封 府 ）
三
司使尚
書
左丞李士衡
権 ゴ
一司使李諮
翰林学士権コ一司使李諮右諌議大夫権三司使花難権 発 遺 コ
一司使程琳
竜図閣直学士右諌議大夫権
一 一一司使活権
竜図閣直学士 司使公事辞歪
（ 陳 西 安 撫 使 ）（褐部員外部知制諮）枢密直学士右諌議大夫知益州
同七二同 七 ・ 一 一同八・九
権三司使醇歪権三司使定誠権三司使胡則
（ 知 秦 州 ）河北転運使給事中
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知相州知洪州招密副使参知政事ハ 権 知 開 封 府 ），七
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祐元・二一川元・五同三・八同四・四
宝元元・コ
一
向元・
一 一
一
同元・十二同元・十
二
康定元・三
岡元・三岡元・九伺元・九
慶暦元・五
同元・五同三・四同三・四j
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A
F J f
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（御史中丞）（ 勾
当
三班院）
権御史中丞右諌議大夫権御史中丞
府学翰
士林
工侍
部読
侍学
郎士
権兼
知竜
開図
封閣
（知大名府）戸部尚
書
知応天府
刑部尚
官 官
兼御史中
丞
竜閃隠直学士起居合人右正言知制詰
険西都転運使竜図閣直学士
翰林学士兼竜図閣
学士
兵部員外郎
竜竜権竜枢枢三権
図 図 三 図密密司三
間閣司閣直直使司
学直使学学学兵使
士学 察士士士部 NJ
活士斉権礼権侍 ftll
j執権 三部 三 郎
三 司侍司曇
司 ｛吏郎｛吏珠
使奈権 李
活 斉 三 部
誠司
｛吏
李
諮
三司使秤琳三司使吏部侍郎机琳一 一 一 使 程 琳竜図閣
直学
士給
事
中権三司使王博文
一 一
司使夏掠
一 一 司 使 夏 蚊コ一司使曇珠
三司使刑部尚書長珠権
三
司使
事
鄭散
権
三
司使事鄭散
竜図閣直学士起居舎人権三司使葉清臣権三司使葉清臣権三司使桃仲孫権三司使礼部侍郎銚仲孫丘ハ部郎中権
一 二
司使王
完
医
翰林学士兼竜関関学士戸部郎中知制話王斐巨
八知陳州枢密副使枢密副使枢密副使（管勾祥源観）参知政事同知枢密院
事
知 、 氷 輿 軍知枢密院事同知枢密院事知江寧府知察州群牧佼
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史中丞）
（権知開封府）翰林学士承旨兼山山明殿学士侍講学士戸部侍郎郎士翰
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これを見ると、仁宗朝以後にも三司使は皆文｛円であったが、これらの中では権三司使が頗る多くて、三可使は少
く、権発遺三司使も見えている。そして権三司使には右諌議大夫や給事中の両省五品官及び工部侍郎・礼部侍郎・戸部侍郎の所謂両省五口間以
K
のものも任ぜられたが、右諌議大夫以下の官である右司郎中・戸部郎中・起居舎人等も任
北宋の
コ 一
司の性格（周藤）
権 一 一
一司使李承之
権一一一司使竜凶閣直学士李承之権三可使枢密直学士李感之権三司使李承之権三司使超高（日）中大夫竜図閣直学士 遣
三
司 使 安 審 …
式戸郎尚書安烹
知汝州（河東転運使）
Hosei University Repository
法政史学
第一八号
ぜられている。叉三司使には礼部侍郎・兵部侍郎・戸部侍郎・吏部侍郎・尚書左丞・工部尚書・刑部尚書・戸部尚丹
（ 刀 ）
等が任ぜられている。権発造コ一司使は天聖同年（
HONe
に桐部員外郎知制詰程琳をこれに充てたのが始めであった。そ
の後にはあまりなく、神宗朝には三司使十五人の中、明かでないものもあるが、七人が権発透三司使となっている。これらは起居舎人・工部員外郎等であった。
。。。。。。。。
更にこの表を見ると、前述の如く「宋史」職官志・三司使の条に「使には両省五品以上及び知制詰・雑学士・学士
を
以って充て、鞘臣の政を罷めて外に出て、召還して使に充てたものもある」といわれているような知制詰・雑学
士・学士等が見え、その巾でも特に雑学土・学士が頗る多く見えている。この点から見ると、この「宋史」職官志の記事は仁宗・英宗 「両朝国史」の職官志によったのではないかと瓜われ 更にこ 事実は宋会要 食貨 戸 の条に引用されている「神宗正史」の職官志の
三
可 に 、
国朝以両制・学士充、亦有前執政充者、
と比えている両制即ち翰林学士（内制）と知制詰（外制）及び学士をもって充 るとある と
一
致している。この
表によると、同制の巾では かなり多いが、知制詰はそう多くないようである。なお翰林侍読学士も見える。雑学士・学士では竜関関学士・医学十．が故 多く、端明殿 は多くないが、杷統直学士はかなり 。区に神京朝の椛発泣三可使 は翰林 院の位学十一院や雑学士・古学士の下 職である天章閣待制 宝文閣待制等が充てられていた。
以上述べてきたように、この表を見ると、仁宗朝以後には三司使には権三司使が多〈なってきて、三司使が少なく
なってきており、神宗朝以後には権発泣三司使 多くなってきている。このことは三司使の地位 漸次低下してきたことを表わすものであろう。
次に前述の如く洪遇は「容斎続筆」で、「三司使は翰林学士・知開封府・御史中丞と共に執政に進用される近路で
ある」といっており、これについて前表の転官の条によって、この時期 三司使を見る 、まず仁宗朝では三司使二十六人の中、
一 一 一
司使から直接に宰相になったものはないが、一
二
司使から百に参知政事及び枢密使・別使・知招密院事－
m
知枢密院事等の執政になったものは十二人即ち全体の約半分に達している。これは洪遇 指摘した所と一致してい
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るようである。そして地方の府や州の知’肘・知州
に
な
っ
て外に川たものも十人となっている。なおこの表を比ると
、仁
宗朝には三司使と翰林学士・知開封府・御史巾丞との問に相立に任命されている例も多く、殊に前述の如く翰林学士で三司使となっているものや知開封府や御史中丞から三河使になっているものが多い。英宗朝には三司使は三人しかなかったが、その中一人が枢密副使となり、
一人は知州となった。神宗朝になると
、三
司使十五人の中
、三司使から
直接に参知政事及び枢密副使となったものは
三人
し
かなく
、照
寧三年九月以後には直に執政になったものは見られな
い。これは権発遺三司使
が多かったことによるものであろう。従って神京朝になると
、三可使は洪遇が指摘するよう
な執政に進用される近路ではなくなった感がある。なお三司使から地方の知府・知州に出たものは七人あり、一二一一吋使十五人の中の約半分に当っている。
これらの点から見ると、仁宗胡には三司使は執政に進用される近路であったようであるが、神公明になると、初期
にはそのようであったけれども、後には必ずし 快政に進泊される近路ではなくなったようであ 。これは新法が行われて、三司の財政を総括する権 縮小され、三司の兎要性が低下してきで、遂に
三
一一りが廃止されるに至ったことと
も関連があるものであろう。前述の如く神宗朝に権発遺
三 一
一吋使が多く任命されたことも、三司の財政権の縮小と関連
があると思われる。
終りに前掲の二つの三可使の表を て気が付くこと 、三可使の任 久しくいたものも るが、一般にはその任期
が短いものが多いということ る。このことは前述の「続資治通鑑長編」 仁宗・嘉祐七年
288
五月丁未に、
知諌院司馬光 上疏して、一
二
可使・訓使・判官は久任さすべきであると論じた中にも、
近歳三司使・副使・判官、大率用文辞之士為之、以為進用之資
塗
、不
復問其習与不習於銭穀也
、彼文辞之士、
習銭
穀者固有之失、然不能専也 於是乎有以簿諮 煩而不省、以銭穀為部而不問者失、叉居官者出入遷徒、有如郵舎、或未能尽識吏人之面、知職業之所、王、巳捨去失、臣頃者判度支勾院、甫二年耳、上白三可使、下至検法官 改易皆一伽、甚者或夏歴数人、錐有倍勤之人、夙夜民心以治共職、人情梢通、綱紀粗立、則捨之而去、後来者怠見各殊、則婦之所為、一比内廃壊 況怠悩之人 因循有且 佐川山使身、不臥公家者乎 如此而望太合有紅腐之．来、水衡有貫朽之銭、巨未知其期也 ・北宋の三司の性格
（ 周 藤 ）
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！日
と見えて、「この頃には三
司
使以下判官には文辞の
士
を用いて、進用の路としていて、
銭
殺を習っているかどうかを問
わないで用いるので、文辞の士は簿書を煩わしいとし、銭穀を都しいとしてこれを省みないようになり、叉これらの官にいるものが始終交
替
していて、
吏
人の面を識らず、職業の
主
る所を知らない問にその職を去るので、これでは一
一 一
司の財を豊かにすることはできない」といっている。そしてこの中では
一 ニ
可使陳恕が十余年の間三可を領したので、
（ 鴎
〉
よく財賦を治したと述べている。陳恕は前表に見えるように、太宗の淳化年間から真宗の
川 一
平年間まで三可を領して
いた。叉「続資治通鑑長一編」詰仁宗・長祐元
年
〈5 8
五月、程琳を三司使としたときの同月丙寅の紹に、
自今三可使在職未久、母得非次夏易、於是（程）琳在三司、閲四年、遂得政、
とあるように、このとき己 これから後には
三
司使はその職に久任させることとし
て
いた。程琳は三司使となってい
ること悶年であった で、遂にその政を得て 大いに成績をあげた（前表参照）。然し
一 一 一
司使久任のことはその後も
容易に行われなか ようである。ただ三一一吋使に久任しなくても成績をあげたものもいて、胡宿 「文恭集
L41
一 一
鄭
哉の墓誌銘によると、仁宗 康定元年（忌ち）
一 一
一月、権三
可
使となった鄭裁は転運使の考課格を復し、
一 ニ
司の銭の出
入を句較して、羨銭間百万縞を得て て、同年九月には同知枢密院事 なっ 。従って鄭識は
三
一一円使の任期としては
半歳に過ぎなかったが、成績は大いにあげた 廷に「続資治通鑑 編」峰
山一仁宗の嘉祐一五年（
5 8
八月発亥、知益
州援方平
一 一 一
一川使とした条によると、「張方
平
は 慶 暦 ・ 巾
に 一
一一心使であったとき、ぃ恩師に
一 二
年
の粉とこ
れ
に倍する馬粟
を蓄えさせたが、この頃 は馬．莱は僅か 一年に足り 績は半減していた
Q
そこで張方平は
一作河漕巡の十問策を上奏
し た 。
宰
相
富
弼はこれを読んで、大いに感心し、これは国計の大本であるとして悉く施行させた。そして
笛
弼は慶暦
以来、張方平が食貨 論ずるこ は詳かで、朝廷は国計で損益す 所があれば、必ず方干の奏議に本やついて施行したといっている その後、期年にならずして京師 は冗年の蓄がある 至った」と凡えている。従って張方平は前後二度三司使となって、大い その成績をあげたの ある。
要するに北宋の三一一吋使について見ると、国初には三司使は五代の制を踏襲して、武官を主にこれに任命していた
が、真宗朝の中頃以後は
全
く文官だけを任命するに至った。この三司使は宰相・執政につぐ要職であり、執政になる
近路をなしていた。その め任期の久しいも も
あ
っ
た
が 、
一
般には短いものが多か
っ た
a
従
ってこ
4
使とし
て
財政
Hosei University Repository
の上で成績をあげたものは、そう多くはなかったようである。し、遂に三司は廃止されるに至った。
そしてこの三司使は神宗朝になると、
その地位も低下
三司の人吏と諸局吏の饗神会
宋では三司の各局即ち塩鉄・度支・一戸部の三部と三部勾院・都磨勘司並に帳可・都窓由司・都理欠司・開訴司等の
所謂子司には多くの人吏が置かれてい
ω
叉京師にある諸官司の各局にも人吏が置かれていて、これらの各局の人
吏の間には、彼等の守護神である蒼領を肥る饗神会が持 れていて、それら各局吏の団結が凶られていた。そこでここではそれらのことについて述べ 。一三司の人吏宋初には三司には孔目・勾押・前行・後行等の人吏が多数いて、会計・
書
記等の事務を掌っていたようである。
「続資治通鑑長編」議一太平興国三年
QS
∞）十二月丙辰の条によると、
J
， ノ
Q
塩鉄・戸部・掌（度）支、一二一一円所掌、凡
二
十凶案、吏千余人、上慮使副判官督察、右所不及、而商税・酒麹・末塩
、
四案、最為繁劇、各置推官、：
とあって、三司の塩鉄・戸部・度支の三部 は二十同案あって、吏が千余人もいて、三司使・副使・判官ではこれを督察することができないので、このとき始めて塩鉄の商税案・（由円案）・末塩案・戸部の酒麹案には推官が置かれた。しかもこれらの人吏には姦滑なも が多かったようである。「太宗実録」玲
一 一一薙照二年〈匂∞印〉四月辛巳の条による
と 、
詔諸郡、選背吏之廉幹者、隷於三司、糧 禄 、
葉
其 田 氏 法 而 白 一 謹 也 、
とあるように、太宗は地方の州郡から背吏の廉幹なものを選んで三司に属せした。これは三可が積弊の源であって、従来の背吏が姦猪で制し難いので、外部から を選んで三可の吏 補して糧禄 優給して、従来の吏が法を田氏れ
初上以三司積弊之淵薮也、旧吏姦猪、
尤為難制、故於外郡選吏補之、優給
北宋のコ
一司の性格（周藤）
一
『J
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一 六
て自ら護しむのを期待したからであった。然し太宗は三司の吏の意見をもよく聴いてこれを施行させた。三飢資治通鑑長一編」時一一一太宗・至道元年（∞包）五月の条によると、太宗は三司孔日官李簿等二十七人を招きて、計可（三司）の銭穀の務を問うた で、李
薄等はその利病を条奏せんことを願った。太宗は三司使陳恕がこれらの
孔目官李
湾等の
意見を徴しないことをいって、
凡財賦之通塞、繋於制置之減否、見簿領李薄等略陳所見、亦各有所長、朕嘗謂陳恕等、若文章稽古、此輩閏不可望卿、至於銭穀利病、此輩自幼即枕籍、寝処其中、必周知根本、卿等但仮以顔色、引令剖析、宜有所資益、恕等剛強終不肯降意拘問、
とあるように、孔目官李薄等は銭穀の利病については幼少のときから帳籍の中 い ので、必ずその根本を
周知
して
いると述べている。そして同月己未の条によると、李薄等は三川の利害七十一事を条上し、その中、四十四事が施行され、十九事は隙恕等をして議して後にこれを施行させ 。そして李浮等は悉く武官の侍禁や殿直に補して、其の職を領させ国）この中、李薄は河南の人で後 地の如く東南六路発運使にまでなった。
真宗朝になると、これらの人吏の整理が行われた。「続出
H v m
通鍛長編」時
J A
徳
一五年（
HCCS
九月壬辰の条による
と、真宗は三司の人吏の能否が雑混 いるため、万苑使劉承珪等を泣 、三一司使・副使と共にこれを試験して、三部と諸司の人吏八百 十人を裁定して留め、その者計 精しくな ）
1
叉嘗って罪犯を負うたものは罷めさせた。然
しこれらの人の紙役の久しきを思って 皆三班や
鎮（借）職に補任
し
V 1
これと同じ記
事が
「職官分紀」玲一三司の
三部諸司属吏にも見えており、 れは詳しい で、これ 掲げると、次の如くである。
国朝、景徳一万年九月、宮苑使劉承珪等一
一 一日、奉詔与三可使、同選閲三部及諸司節板前後（行）、並裁定合留人数、
三部井諸司、定留八百 十七人、
塩鉄百五十六人、皮支百八十二人戸部二百一十七人三勾院百人、都磨勘司三十同人、都主階支収可二十三人、拘収司四十人、都恐由可四十九人、人、開掠司五十人、
都理欠可四十六
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これによると、このとき川苑使劉承珪等は三心使－
m
使と共に、塩鉄・皮支・戸部の三部と勾院・都磨間可芋の諸寸り
の節級即ち孔日・勾抑行及び前行・後行（子分）を選び、八百九十人を留めた。その内訳は塩鉄百五十六人、皮支百八十二人、戸部二百十七人で、一二部の合計は五百五十五人であり、三部勾院百人、都磨勘可三十叫人及び都磨勘司附属の部、王轄支収司二 三 や拘収一一川四十人、叉都尽由可同十九人・都理欠可四十六人、開掠可五十人、これら諸可の合計は三百四十二人となっている。これらの諸
4
は三司の子司といわれるものであるが、これらの子司にも多くの人
吏がいた である。この うに三可には人吏が多かったので 司の官は久任すべきであるという論も出てきた。「続資治、議院長編」時八真宗 大中祥符九年（
55
）六月丙申の条によると、三司の各部に勾院を置いた処に、
上詞王且等日、人
J
一二．一川行、不欲数日加、蓋吏人幸其一見移、不能は究曲目点之弊雨、
と見えて、仁宗は宰相玉川一等 い 「人の一二川行が数々運転すると吏人がその行の遷るのを幸とし、行はその門事（諸案）の弊害をはく究めることができないと論じたも がある」と述べている。これから三司の官は久住ずべきであるという論がで きたのである
υ
更に同世一日北九真宗初日穴晴℃年。（山。山∞〜十月笑卯の条によると、
三一一川使李士衡一一一一川、準詔歳省文帳二分己上、其在
11川、巳典、亦合裁減、お
AI
与三部衆官斤定、げパ合官名日以閥、既而
反事簡人衆者、出補三班、
とあるように、三可使李士衡はいって、詔に準じて、歳毎に 司 文帳 分以卜．を省いたので 三 でそれ 主っている吏もまた減らすべき あると た で 真宗は詔して 人吏 留むべきものを上聞させ、三一一円 事務が簡にして人の衆いものは出して三班に補任させた。従って のときにも 司 人吏の人員整理が行われ ある。
仁宗朝の初めにも「続資治通鑑長一編」詰景枯一五年（
58
五月辛未の詔に、
三司吏有能上銭穀利害可施行 当非次遷補之
とあるように、太宗のときの如く、 司の人吏でよく銭穀の利害 施行すべきをいうものは、臨時に遷補する とした
u
又この頃に人吏の富山をも行おうとした。然しこのときには人吏が激しく反対した。即ち同書君主伯三年二
月乙卯の条に ると、
。。。。
先是上以三司膏吏狼多、或老疾不知市 日計、招御史丞杜街・入内押班山今守素与本司差択之、北宋の三司の性格（周藤）
一己去
七 酉年
九
月
己
而
可。
後。
行。
朱。
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八
正・周貴・李蓬吉等数百人、轍相率詣宰相呂夷筒第暗一訴、夷簡拒不見、叉詣王曲目第、曽以美一
一 一 一日諭之、因使列状日
陳、叉詣街第、投瓦際、且
一 一一 一日因街上言、致朝廷議欲棟汰、叉各持料銭暦、欲白段裂、障醜
一三 口
乃去、明日街対請下有
司推究 而曽共得其姓名、乙卯、正・貴杖背、配沙門島、蓬吉等
二
十二人、決配
遠悪
州
軍牢城
、共
為
従
者皆助
停 、
と見えて、
景祐二年
九月
には三可の青吏即ち
人吏が頗る
多くて
その中には
老疾で書計を知らな
いもの
もあった
た め 、
御史中丞杜約・入内押班ヰ守素に詔して、三司と共にこれを選ばせた。そこで翌景祐三年二月乙卯になって、一二可の後行朱正・周貴・李蓬士口等数百人は相率いて、宰相自夷簡・王曽や社釘の第宅に押しかけて、朝廷が人吏を棟汰するのに反対し、各人は料銭暦を持って白ら段裂して反対の語を述べた
Q
そのためこの日朱正・周貴は沙門島に流され、
李蓬吉等二十二人も遠悪州都に聞流されて牢城軍とされ、これ 従っ ものは皆そ 職を動停された。このようにこのとき三司の人吏
数
百人がその人以の整理に反対して騒援を起したが、これは後述の如くこの頃己に京師にある諸司
の各局の人吏の間には問結ができて
い て 、
かれらがそれによって共同の
利益
を守っていたこととも関連があるもので
あろう。然し政府はこれらの青吏の騒擾 権力でもって抑圧すると叫ん 、己定の方針の通りに整理を断行した。即ち同
需の同
じ条の
景祐
三
年三月丙成の条によると、
一 二 一
可棟試所がその定めた所の諸案の吏の功過をとったので、能く銭
穀の利害を知るものは次をもって遷補し 賊罪 一件犯するものは助停させたのである。
このように仁宗朝には三吋の人吏の臓罪を犯すものは、これを罷めさせていたが、人吏の賄賂を取ることは
一般に
行われていた。越一打
「越消献公集」守一・
奏
状の乞移一一円勘結三可人吏犯賊及び乞移勘丘丘山李先受一賊等事によると、嘉佑
一 万 年
288
の頃、一二可制使李参が手分（前行・後行を指す）丘岳・李先等の法を柾げて財物を受取って、官銭を支
出して客人に与えた
の
を発摘したのでえ開封府を
して
勘鞠させたが
、
三司や開封府の官民は公を尽く
して根
勘せず
、
開封府の軍
巡
院も賄賂を得
て
こ
の罪
人を放った
の で
、別
に
官を遣し叉は御史台
に
下し
て
勘鞠させんことを論じてい
る。越件はこの文の巾で
、
伏縁方
AI
財用匿乏、日益不易、三司掌天ド利柄、
。。。。。。人吏公然作過、
。。。。k
ド蒙昧、
。。。。隠盗官物、
民因事発覚者、
。 。 。百峰山
J
d； 
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と述べて、一ニ同の人吏は公然賄賂を取って、官物を隠盗しているが、その発覚したものは百に一、い
る。従って仁京朝には
三
可の人吏は多く賄賂を‘取り
、
官物を隠盗
していた
のである。
神宗朝にな
る
と、照寧三年（
53
）八月から倉法が行わ
れて
、諸合の人吏に禄
を支給
することとした。これは諸合
の吏が在京の諸軍の月続を多く欺盗規取
したため
であって
、
合法を行って吏に禄を支給する代りに
、こ
れらの吏
が
諸
（幻〉
倉や縄綱の銭物を乞以するのを禁止したものである。
三
河の人吏も前述の如く賄賂を．取っていたので
、こ
の合法が適
用された
Q
更に当時三可の吏が賄賂を多く取っていたことについては、蘇轍の「築城集」崎
一 一一
論戸部乞収諸路帳状の
小で、照寧五年、同
口布が
三
可に提挙帳勾磨助司（帳一
一川 ）
を置いて天、
十
の帳籍を磨勘させたことを論
じた処
にも
、
回一寧以前
、
天下財拭文帳
、
皆以時
L L
於
三 一 一
川 、
歪照寧五年
、
朝廷患其繁冗
、
始命曽布
刷
定法式
、布
図上
一 一 一一日、
一 二
部背
吏、所行職事非一、不得専意点磨文帳、近歳因循、不復省問、乞於三一
一川選吏
二百人
、鯨置一
一 一川 委 以
駆磨
、是時朝
廷悶布之
一 一 一 一日、於
三可以天下所上帳籍視之
、
至有到省三二
十年不
発其封者
、
蓋州都所発文帳
、随帳皆有賄賂、各有
常数
、
常数巳足者
、
背不発封
、
一 有
不足、則百端問難、要足而後己、朝廷以布
言為
的、帳
可之興始於
此、帳
設官
。。。。
J
。 。
吏
、
費用銭物
、
至元豊 年首尾
七
八年間
、帳可所
管吏
、
僅六百人
、 用
銭三
十九
万貫
、 而 所
磨出失陥銭止一万余賞
、
朝廷知其無益、遂罷帳司、而使州郡応巾省帳、背中転速一司・：
と見えている。即ち照
寧年間
以前には天下の財賦の文帳は
三
司に上らしめていたが それらの帳籍には賄賂の傾が一
定して
い て 、
賄賂の額が納められれば
、それ
ら帳籍を検査
しないが、
賄賂が足らないと
、こ
れに文句を附て賄
賂の
額
を受取っ いた。そのためこれらの帳籍は二三十年の問もその封を聞かないで置かれていた そこで照寧五年、曽布の請に従っ
、
吏
二
百人を選
んで帳川（提
挙
帳勾磨勘可）
置
いて、これを駆磨させた。然し元
豊三
年までこれを行
ったが
、帳
司の所管の吏六百人で鋭三十
九
万貫を費して
、
失陥銭を磨出したのはただ一万余貫であったので
、
遂に帳
司を
罷めたといわれてい
る
。従って三司の人前〈は神宗の照寧年間以前
には天
下の帳籍について、それらの帳籍の賄賂
の額を定めていたのである。そこでこれらの賄賂を罷めさせるために、
一 二
川の吏に禄を支給することとした。これに
ん ドτ
一
ついては
「市 首 市 内 細 川 駈 京 編 」 川 町
二
照寧六年正月己酉の条に
、
王安石請増三司吏禄、上批増禄出口多所減、吏又未可逮減、
一一もないといっ
て
んい安石再相度、
安 石 ユ
一 同 、
禄不可不増、
叉言不思乏銭
北 宋 の 一 一 一 司 の 性 格 （ 周 藤
）
九
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二
O
之理、安石以為初市易行、倉法用万八千縮、以故収市例銭九万縮、ガ以次修法、市例所収、未有紀協、而同併綱述、減省上供所有牙前例
奨
、止京東
及
成都
両
路、歳収己
一
百万絹、即
吏
禄不忠少吋知、上従
其議
、 ・
とあるように、王安石は
三
川の吏の禄を前すべきこと
を
請い、それらの財源は市易法による市例銭
の
収入と綱涯を団
併して、牙前が上供するための酬突を減省した賀川を充てれば、少きを患えないといったため、神宗もこれに従って施行させた。同及川唯一」照寧六年十二月壬巾の条によると
UY
ノ
時内日政府百司、外
及 監 一
一 円 諸 州 、
膏
吏皆斌以禄、謂之
倉
法、京師歳琳吏禄同十一万
三
千阿百余網、位」川・諦州六十
へ一万九千八 余縮、然げ収足於坊場河渡・市例・免行役刺白山銭等、：・
とあって、京諸可から監司・諸州の人吏に出口弘怖を与えて合法といい、京師では歳毎に吏禄四十一万三千四百余績を閉したとあり、それらは坊場・河渡・市例・免行・免役銭の息銭等で賄って たよう ある。京師の諸司では三一司に特に首吏が多かったから吏禄が増されたものであろう。前述の「築城集」の論戸部乞収諸路帳状の巾には、
一 二
司の巾の
帳司が初めは吏
二
百人を用い、後には吏
六百
人を管陪して、銭三十九万食を用いたとあるが、この銭も照寧六年に三
可の吏の禄を増したためであったであろ 。
次に三司の人吏は年数によって官に陛進されたようである。これについては「宋史」望職宵志の叙遷之制の流外
出官法の
一 二
．4
の条によると、
三
部部孔日行、
三
年間四一組供体行、前後行、入仕
三
十年口上、
過
大礼、従卜．各出
一 一
人 、
リ川行川容職、後行山山借
職、子一
一川勾復、閉村官、五年出左右班殿在、前後行
二
人、同
三
部 、
とあって、塩鉄・皮支・戸部の郎孔日守は三年にして、武官の両以供奉行となった。前行・後行では寸人化
三
十 年 己 ト ハ
のものは、大礼に逃うと、上から久 ．
一人を川して、前行は三班十本職に山山で、後行は三班併職に川でさせ、又一一
一心の子
一一りで る勾院の勾覆や開掠符は五年にしてた右班敗庇に川で、尚行 後行は
一 一 一
部の場
合
と同様にし
て
、
一 二
班
来職 ・
一 二
班
借職に出でさせた。
一 ニ
吋の人吏
の
中
に
も 河 川
U
に陛ったものがあ
っ
た
Q
「 山
木
山九」
噌 じ
李 湾 い
いによ
ると
、
vM
述
の
如く李
博
－
ノ
， 寸 ノ
は太宗末年に三
4
の利容を上突して、その多くが実泊されたため 抜擢されて左侍
禁
・ 提 点 一
一 一
心孔日行となった。そ
の後関門紙候・提
挙
花京合広場・勾当↓北作坊となり、県儀使に遷り、な加速訓使・使で岡京作的使となり、東南の米殺の漕
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迩に功を立てて、奨州国線使を授けられている品その他「統的以治通鮭長編」送作仁宗・慶鰐元年（
HC
白）十二月美巳
の条によると、同提点河東刑獄供前庫副使隙鼎はもと三一一りから出職即ち三班に出でたものであったが、このとき江南東路の同提点刑獄に選され、翌慶燃二年二月丁丑には益州都監兼知利州となっている。これも三一一りの人吏から山山て、提点刑獄・知州となったものである。又三可の吏で永年の間勤務したため、行を与えられたものも見える。欧陽肱川の
会ア＼
「欧陽文忠公文集」
VA
／外制によると、一二川前行胡敏は永く勤めて病のため罷めたので、品一川州長史となり、鄭撫の
「隙渓集」玲外制に
U
る と 、 一
二 一
川の後行孫布一段も病のため罷めたので、判州司馬となった。王安行の「臨川集」崎正
外制によると、一
二
日開訴川の守関前行治州別駕王亨は年老いたため、鄭州市ーんとした。このように
三
川の人吏は罷め
るときに、務州の長史 司氏等の廿を与えられたこともあった。
．製するに三日りには多くの人吏がおり、これらは賄賂を取り、宵物を隠盗していた。そこでこれらの人民を殺現するこ
とが行われたが 後には人吏は団結してこれに激しく反対した。彼等は年少のときから
三
可に勤めて、
設け記・会計等
の事務に熱述していたので、太宗のように銭穀の利約をトハ閉させて、これを実施させたこともあった。神山水朝には人吏に禄を璃給して、彼等が賄賂を取る をやめさせようとした。 れらの人 はその年功によって武宵に陸されており、そ 中には高官に殴っ ものもいた。二京諸司の局吏の饗神会
北宋では京師の諸司の人吏は毎年会して神即ち守護神を杷っていたようである。「永楽大典」噌仁九神の醗一銭饗神
によると、「燕詰考異」を引川して
京師百可膏吏、毎至秋、必醸銭為饗神会、往往困劇飲終日、蘇子美、進奏院会、正坐此、余曲日間其何神、日蒼王、
00000000
。。。。。
蓋以蒼韻造半、故衛官〈祖之、閏可笑失、官局正門一果、皆於中間、問小木寵供仏、日不動尊仏、維禁中諸司皆然、其窓亦本吏
由 民
罷斥、以為禍福甚験、事之極恭、此不惟流俗之謬可笑也、雌神仏亦可笑也、子抽出入
一広、且留邸之杷神、縁
常歳而為会、餓余共享、京防梓然、続謂前規有所未使 起無名之率 会不尚之徒 且酸飲吏人、量如斥売棄物哨緊非類、山一旦如宴集同僚、蓋子美乃不欲醸銭、市奏則市故紙銭会客也、
と見えている。この記事の中で蘇子美即ち蘇舜欽が進奏院の饗神会で故紙を売っ
北宋の三司の性格（周藤）
て客を会して罰せられたことは、
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「続資治通鑑長
一編」唯一一一仁宗の慶一踏四年（
H E
）十一月甲子の条に記されている。従ってこの中に見える主一定北宋
の仁宗朝の頃のことである。
こ
れによると
、この
頃には京
師（開封府）の百司
の膏吏即ち人吏は秋になると
、必ず銭
を醸出して
、
妻神会
即
ち神を把る会を行って終日飲酒
し
て
い
た。その神は中国の十
川 代
に文字を造ったと
いわれ
る蒼韻
であって、背吏はこれを祖先としていたためであった。叉青吏は京師の諸司の同の正門真に小さな木寵を用いて、不動尊仏 も拝していた。これらは背吏がその任を罷斥されるのを畏れ、そ 禍福
霊
験があらたかであるとして、こ
れらの神仏に事えて極めて恭
し
かったものである
。
そ
して
蘇 子 市 川 の
一 一 －
Mの中にはコ爪同ではみな歳毎に吏人が饗神会を
行っていた」といわれ る 蘇舜欽がこの妻神会で罪に処せられたことについ
ては
、前述
の長編
の慶暦同年十一月
叩子の条による 、
平
相社街、執政沼仲流・日弼
等
は御
史中丞王扶辰等
と怠見を
具に
していたが、こ
のとき社
約の塔
であった監進奏院蘇舜欽等が、この洞神の会で故紙を売っ 公川銭でもって妓女を招き、席を開いて館閣の史館検討王法・集賢校理江休復・王益柔等多く 人々を会していたので、王供辰は御史魚周拘等に調して、一挙に網尽して、これらの人々を弾劾させたため、蘇舜欽 白盗律に坐して、除名して湖州に鼠せられ、王沫等はみな職を落された。このことについては婦舜欽も、前掲の「燕語考異」に見え ように 「蘇学士文集」池卜集賢文相（日以彦）合の で、
J
ノ〆
Lu
e
、
これ
を弁明
している。
それによる
と 、
「 御 史
府が社少附（
術 ）
・沼南
陽 （
仲流
） と 隙
あり
、進
に大獄を起
して自分を
罪に
陥れた」といい、
此会（
餓
神）以常年隊率吏人、兆一佐川非類、某忠之以為非使、遂与同監院劉巽、山体一銭十縮、叉於尋常公用売故紙銭
間五十点相兼使用、此鈴本由斥売楽物、阿曽奏問、木院日米支使不係諸処帳籍、如外部貨売雑物以充公川之類也、既以与紀神之物、ドハド
J館関同舎・本同群吏、飲食作パ資之、昨按晶一明、共獄備ム代、無一物入己、而以位、一上川盗、
減死
一
等定刑
、 ：
と述べて、
「
こ
の吏
人の
饗
神会では毎年吏人から銭を隊出させて、青吏が燕集していたが、自分はこれはよくないと
して、同監院劉巽と共に体銭を出し、尋常の公用銭の巾から欣紙を売った銭を川して液ね 使用し 。この銭 楽物を
売ったものであり
、進
奏院が
こ
れまで支
出し
ていたもので諸処の帳籍に係らないものである。日分はこれらの紀
神
に与える物でもっ
、
館閣の人々と共に
、
木局の群吏と集って
、飲
食
し
て共にこれを投消
し
たが
、
一 一
物も自分には入
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れてはいなかった。然るに監、王の’
υ
盗律に坐せしめられた
」
と述
べて
い
る 。
こ
れに
よると
、在
京 各 一 一
川
の人吏
は局毎
に
集まっ 、秋に安神会を行っていたようである。このことについては神宗引の僧文笠の「湘山野録」下にも次のように見えてい
る
。
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
蘇
子美
、以奏邸旧有奏神之会、局吏皆
塑一積架旧物、以置肴
具
、歳以
為常
、相子美作之、
一 一 口 者 閃
席人
以進制獄鍛
錬
、
時
一時之名
賢
、
獄既就靴
、
台館為之
一 空
、
子治
火坐自盗律
、削
籍鼠湖
州
奏邸即ち進
奏
院では要神会
が
あって、局吏
が
皆架に積んである旧物を売って肴共を置き、毎年これを行っていた。た
だこのとき蘇舜欽がこれを行 、館閣の名
賢
を会したため
、御
史のために弾劾され
、
獄
が蹴
っ て
、
館閣の
h
は落職し、
舜欽は口盗律でも
っ て
市一く罰せられ
た
といわれてい
る 。
以上
の
ように北米の中期には花店の百ぺでは毎年秋に侍吏が銭を隊問し、或は積加点の旧物を売って、肴凡
ハ
を設け
て、守護神の蒼頴を祭る費神会をむ 各局吏は親睦を附り、共同の利益を守っていた。この資料は進奏院の背吏業神
会
につい
て
述べたものであるが
、そ
の
小
には「京局持然り
ん
とあるから、
コ 一
同の背吏も同様であって、これらの
青吏も費伸会を行っ
て
、そ
の親睦を凶り
、共同の
利益を守っていたも
の
であ
ろう。前述の仁宗・長祐
三年二月
、政府
が三一川の菅吏の人民整瑚 断行しようとしたとき、
一 二
一川の背吏が激しい抵抗をしたのも、このような団結があったた
めであろう。なおこのように 頃夜京各可の青吏が安神会を行って、親睦を附り、共通の利益を守っていたことは、当時の商人組合の行と同様であるとも考えられる 商人の は都市の同業者を広く集めていたから、 場合は行とは多少異っているようにも思われる。即ちこの資料では各局毎に人吏が集まって妻神会を行 ようで、百司の背吏が皆集っ
てきて
、妻神
会を
行っ
ては
いないよう
である
。この点
か
ら見て、こ
の
とき在京百一心の膏吏が行を
組繊していたかどうかにつ ては多少疑問があ
然し一五代になると、地方の州県では育吏が商人の行のような組織をもっていた。「同…納金石志」雄一一五の延枯一五年（尽に）の
長輿
州修
建東
獄行宮碑（孟淳撰）によると
、仲
陰には東獄行宮を市一修叉は市
一建
し た 施 、
王の名があ
げ
られて
おり、その中に多く
の
行名と共にこの背吏
の
行名も見えている。そこでそ
れ
をあげると、
。 。 。
子孫司、
五熟行困元
貴
・
徐官
・ 周 敬 、
北宋の三 の性格
（周 藤 ）
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都城陸司、呑燭行宋文政・銭忠誠・都文貴、：：・
。 。
竜王司、銀行呉永祥・楊新、
。 。
速応司、玉塵行陳栄・周二秀・侃成、：：水府司、篇師行命慶・沈林 周慶 ．照証司、浄髪行挑珍・桑誘 費栄、．
。 。 。
積財司、裁縫行陳一五 金賀 営琳 ：
。
放生司、錦鱗行楊百・包源 費政、斎僧司、糖餅行陸進・隙良・米文彬、
． ．  
荷日職司、背行銭匹・店柱・徐勝・談成等、
（M U  
とあって、これらは主修したものであり、これらの諸行の中には、曹行即ち曹司（州の人吏）の行があり、それが曲川職司を古一修している。更にここには主建したものもあげられており、その中に次のようなものも見えている。
00000000 
忠靖王殿本州司吏・貼宍同政可愛線行旧日一〈巌・応一五 費棒 ・劫徳司果行張宣・凶貴・王応森、 ・注福司紙吊行金潤・張君垢・王窪 ・：掌命可厨行趨興組・湯勝・禁煙、・・掠剰司飯食行食一以・ヤ良 沈敬
これによっても忠靖王殿は本州即ち長興州（鯨開州長）の司吏・貼書等の人吏によって童建された。このように長輿州では背吏の曹行が見え、叉司吏・貼書が共同して、東獄行宮の忠靖王殿を章一建していたのである。
以上のように宋代には中央の諸可の諸局では人吏は毎年秋に費神会を行って、守護神の蒼韻を祭る会合）行い、その
親睦を凶って団結を行い、その共同の利益を守っていた。従って れは三司の人吏 問でも行われていたものであろう
Q
五代になると、地方の諸州県の人吏の別には刊行というような組合ができていて、相瓦の利誌を凶っていたよう
↑ 一 四
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である。
四
街司の大将・軍将
北宋の三司には街司に大将・軍将が
属
していて、漕遼・欧州駐の放牧・河川工事・工匠教育・左右府店宅務の
事
務 、
酒坊経符・内蔵庫の管理等を行っていた。「職官分紀」議
一
三可の開掠司の条によると、街可は軍将・大将の差遣を
掌っていて、開訴司主判官が兼領し、内街刊は諾司使或は内恒
一
はでもって同じく勾当させていた。「宋史」の三司
の街可では、これは大将・軍将の名籍を掌り、其の労を等級付けて、其の役使を均しくさせていた。叉宋会要・職宵の
三
吋・街司の照寧七年
2 0
記 ）
一 二
月九日の詔によると、このとき
三
可大将・軍将の額は千五百人と定められ、その
外に守閥軍将が募充さ た。従って
三
可の街司には多数の大将・軍将が置かれていた。
これらの大将・軍将は漕運に多く従っていたようである。宋会要・食貨・漕述の太平興国八年（む∞
ω）九月十三日
の条によると、太宗はいって、’「諸道の州府では多く部内 物力ある人戸を軍将（街前軍将）に充てて、銭円巾・糧剰を部抑して京師に赴かせ るが、
管
工・水手・葦駕の兵士は持頑悪無籍の
輩
であり、行物を佼盗して、怒に不法をな
すものが十 七八であ
っ
て、それらの欠折は綱を主るもの（叫川を）がこれを填納して破産する」となし、制して、今
後荊湖諸州 綱船は三川りをしてその人数を度り、江准 例によって軍将・大将を差して管押させ、江准両漸の諸州も一に前詔に依って、大一戸（物力ある戸）を差して綱涯を管押させな ようにさせた。即ち太宗は江准・両湖・荊湖の諸州では郷村の物力ある戸を筋一則に充て 漕迭を行わせると、篇工・水手等が官物 侵盗するため、街前が破産するの
（ お ）
で三可の軍将・大将をして綱速を管押させたのである。叉同条 真宗・景徳二年（
5 0 3
十月の詔によると、「黄河
。。。。
の綱迩では三可をしてこれより後、一年般運 疏失のないときには、その部轄した殿侍や三司軍大将・綱官・綱副
（ 幻 ）
には毎月繕銭を増給させる」こととした、この中、殿侍は前述の三班借職等の下の武官であり、叉三司大将・軍将はその下であって、一
二
司に属していた。更に同条の天稽二年
228
二
月の詔によると、御河（駄済）押運の三司大将・軍
将・殿侍並に見在御河抑速の人けはは、一五定めた二十万 物色の
k
に、五万を増して、二十五万として、もし
三
年で満
北朱の
一 一 一
司の性格
（周 政
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a、 、
－一一ノ
ちて得替するとき、この数合↓装般すれば、例によって引見して酬涜させることし」した。叉同年九月十ぺ円の訪問によると、三班使庄で益州（成都）の綱速を部送して 剤南（江陵府）に五って遺闘のないものは、毎運銭十一 貫を賜い、
（ 犯）
三司軍将・大将のときには十貫を支給することとした。
更に宋会要の同じ条の天聖三年（
HONS
十月二十七日によると、釘州（鞍…問省懐）がいって、「院口都塩倉では日米殿
侍二二一川 を遺して、綱船を管押して下卸させ、釘州ではただ但正・軍将を遺してこの品川に交納させており、一界毎に塩百余日々斤である。乾興
一五年（
H C M N
）以前
には累界支売
して漏底し、例として皆欠折銭
一
・
一 一
F
貫あったが
、これは
抑述人民が郷民を欺き、旦正が生疎であったため、多く塩貨を侵倫貨売され、雑物を祥和され、秤勢を傾圧されて、斤河が不足し、部塩念に交納した後、漸次塩が鋪折 たためであった。そこで天聖元年より後には釘州の街前職民である部知兵応使
・都押街以ド通引行以ト一と旦
正
・軍将
の一前人と令
－刺殺ねて、交納
の
ことを勾当させたので、斤川も足
り
、弁和
の弊もなくなり
、
久円以の塩倉の支賞も済んで出刺もあり
、
川光臨の課利も
一 一
一正倍になった
」
とはえている。こ
れは
一 二
一川の軍将が温綱を管押していたものである。同じ条の天皇五年八月には江准発注川がいっ
て
、
「 一
作河の焔’網中
一
管押する殿侍－
m
大将は条例に准ずると、間百料から五百料の綱船を抑すので、今後は楚州から凹迩して三万六千石
以上を京師に卸納し、洞州からは五速して問万
二千行
以上を京師
に卸納し及び冬の短殺を経て年終に一全
一って助犬・欠
少がないときには、条によって酬突すること する 近年前 は寸かに一一向迩に及んだとき、件処の排岸可で求め別綱
の
舟船を併援して、船巡の数を刑して酬奨を使求しているので、これを禁止せん
」と請う
ている。これは軍将・
大将が作河の縄綱を管押していたものである。更に同六年十月には三門山波発注使直随がいって 「点検するに、木川の塩糧綱船を抑する殿侍・軍大将は、舟船を助夫した き、時に臨んで諸処で疾忠の状を巾賊して、科罰を免 んことを求めるので、これから後にはもし， 地欠すれば その蹴侍・軍大将はたとい疾忠状を巾取しても、抱欠の罪を免れないようにせん」 請うた。これ
三
川軍大
将が茂河の権縄綱を符抑
したものである。叉同条の天
聖八年正
月 、
一 一 一
司がいって「編済河郡大催遺訟遅任中師が奏して、今後本河でも毎年各綱で地理を約定して、般する所の糠餅
数 日
Hを世って酬
賞
を与えんといった。そこで
三
川の編救を検会すると、これでは述河の抑綱使臣・人民等が
一
年 の 八 五
綱で般する所の矧斗が万数になると、漕運をやめたとき 発迩可をして磨間させ
て
、梢工・綱
官には銭を賞給し
、 特 什
Hosei University Repository
州人ば一一一川が労絹を日パ奏し、軍将は大将
γ一転じ、使
n
・大将は引見して酬件、している。叉編殺では、押迩のか引い以・殿
侍 ・
一 一 一 班
針職等には、毎人印紙（成結簿）冗十践を支給して、府子に充てて収空させ、官物を送納したときには、そ
の欠少の布無
・程限
の述否
・舟船のぬ
犬・
雑犯の瀞罪に拠って
、催綱
や装
卸の
排岸可にお
い
て暦
子
に批評させ
、年満
ちて得醤するとき、省（三一一川）に赴いて投納して、比較して磨防させている。そこで広済河の抑糧軍大将・殿侍もこの編較に依
っ
て
、
一二年内に般迩
した餅斗で少
欠なければ
、川って酬賞
を与え
ん 。
広済河の梢工
・綱行も
一
年の内で地
問と迩数を定めて
、
少欠や
犯
罪がなければ
、
鈴を賞給し又は転資させん
」
と清うている。これは広済河でも
一 二
川の市
将・
大一将が燈綱を管押していたことをぷするものである。このようにこ．
4
の市将
・
大将は江市
・川川 御河・
黄河
・
広済河等の燈綱や塩綱をけ押
し
ていた。
父同
じ
宋会要の溜速の条によると
、
天聖元年七月
、
一 一
一心
がいって「隙西路転運司が奏して
、
管ドの
川
路の州市で江
大いに軍馬を屯して
、
毎年軍須の物色を支援すること万数であって
、
各
州
軍では街前を一年に
二
皮も差遣
し
ているの
で
、在
京舵務から賂駐．一百以を差援
し 、
政侍或は一二川の軍将
・
大将四人を遺
し
て
、
毎人路蛇五十以に分って
、近い
市
地で放牧して用に供し、氏を焼めないように
清
うた。そこで一
二
心
では河東路石
州
で放牧している賂駐百以を除問に遺
して、華州華陰県界泉店で牧放させ、その軍将・大将は三司から差応させん」と清う いる。これによると二
二
司の軍
将
・ 大
将は路蛇の牧放のことも管理して
い
たようである。一二寸の皮支には騎案があって
、午
羊馬等の放牧を掌って
い
たので
、このような軍
大将もいたのであ
ろ
一羽叉「続資治通鑑長編」明
白
一正日一一年（忌芯）九月丁卯の条によると、
洛水を導いて行に入れ、提を築いて河を拝ぐ功が堪ったので、これを山一一入植した知郡水位泣子淵・同判都水監宋旧臣等を陸進させた。その中に
三司軍大将等
、遷両
行一者五十六人
、選
一一資者八十
一
人 、
と見えていて、このとき
三
川の軍将・大将等はこの工事を監脅していた。従って
一 一
一川の軍将・大将の中
に
は都水監の
管下に入って
、
河
川工
事の監督を行っていた のもあったようである。都水慌はもと
一一司の民鉄の間案
の中から独立
（却
）
した河渠司が改め
られて
この都水段となったものであるから、これにも一二心の軍将・大将が属していたものであろう。
更に同書暗 照寧六年十二
月
壬辰の条によると
、
H v
↑
一 ，ノ
北
宋 の ゴ 一 司
の性格
（周 藤
）
」ご
い 〕
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一 一 一日、弓匠李文応、箭匠王成、伎皆精巧、詔補
三
可守関軍将、以教工匠、
とあるように、軍抹監が弓匠李文応・箭匠王成がその技術が精巧であるといったので、三司の守関軍将に補して、
（ 幻 ）
工匠を教えさせた。この軍掠監も三河の同案を改めたものであるから、その工匠が三司の守閥軍将に補せられたものである。
一史に宋会要・食行・左右府店宅務によると、真宗の大巾祥符六年（
HCZ
）六月の条には
詔店宅務、自今選差京制打・使民各二員、営歴知県監押以上者、分左ホ府勾当、二年
一 替
、立界交割、日目見賃・
。。。。。。。。。。。。。。
見閑・敬執
ι
・倒場開等及謀利数、：：：又於三司、選詰銭穀有行止軍大将、充専知勾当、算造一界帳磨勘、無遺
閥、与第一等優軽差使、又選三可親事官五十人掠銭、一年一替、人給印暦、開坐地分舎屋間橡地段銭数、分月掠日掠数、立限送納
とあるように、左右府宅務では京朝官・使臣各二人を選差して、監行に充てて、左右府の官有の店宅を管結させ、叉三可から銭穀に明かるくて行止ある軍将・大将を選んで、専知に充てて、一界（二年）の帳を造って 成績を磨院させ、遺欠がなければ、後述のような第
一等の優軒並店使を与え、更に三司の親事官五十人を選んで家賃を徴収させ
た。従って左右府宅店務には銭穀に明 い三川軍将・大将が追わされて、専知官となり、そ 銭穀の帳簿を掌っていた。一真に同じ条の天聖川年（
HONS
間五月の勾当店宅務朱日符等の一一
一 日 に よ る と
、れ痢の倒場
合長及び会れ廟の折修
・
薦抜・瓶修の舎屋は、八作可の例によ
っ
て 、 一
一 一
司軍将・大将を泣し、各府に三五人として、その間数を分（起して材析
を主符し、一二年を
一
界として、差替して帰省させ、制作内に宵物の失陥がなければ、後述の優如何な差近を与えることと
した。従って
三司軍将
・大将は左右廟店宅務の店宅の修築工事をも掌
っ て
い た 。
叉「続出れ治、通鑑長
一 編
」 発 一
一 一 神 宗
・照寧五年（
HC
吋
N）五月丁酉の戸部判官口口嘉問の一一一一日によると、
畿内酒坊等処、連三竃、歳省柴四十余万斤 推之府界 陳留一県、省三十二万斤、約諾州 歳省柴銭十六万緒、先厳連二竃法三可軍将王靖、変連三竃法披州民常震並乞加賞、
と見えて、このとき畿内の酒坊で、「三竃を連ねる法」を川いて、歳に醸造用の柴四十万斤を省くことができ、諸州で
成に柴銭十六万絹を行くので、前に「
二
去を述ねる法」を献じた
三
心情将
王埼とコ一一程を述ねる法」に変えた
山 内
州
二八
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の民常民を賞せんことを請うた。そこで王賄は大将に遷り、常震も一一州国子山川助教とした。のことをも行っていたようである
Q
更に同主川崎六景億三年（
58
〜日
1 1
勺 一 官
kwm
限 同
一 市
班一謝徳権を提時三可街司とした条には、
徳権設条制、均其差使、有大将隷内侍主蔵、内侍為奏留、規免煩重之役、徳権構奏白上、極
一 一 一日 其 傍 倖 、
と見えて、内臣謝徳権は街司を提
隠
し、条制を設けて、三可の軍将・大将の
差
使を均しくしたが、大将で内侍に属し
て、主蔵即ち内蔵庫 、王るものがあり、内侍がこれを南めて、煩章
一な役を免れさせようとしたので、謝徳権は河（宗に
その健体を械
一＝川したようである
Q
従って三一一円の大将の中には宮中の倉山作を掌っていたものもあった。
以
K
のように
三
司に属する
三
一一川軍将・大将は、漕述・路院の放牧・河川
工
引の監督・軍器工匠の教育・店宅務の事
務・酒坊 燃料・
1
山中のんね庫等色々なことに差使されていた
ω
「宋史」職行志・三．一川の街一一川によると、前述の如く街
可は大将軍将 名籍
掌
り、北ハの況
を
第し即ち
等
級付け
て
、その役使を均しくするものとされ
て
いる
。このことに
つ
いて宋会要・職官・
三
寸の街司の条には、次のような景億
三
年九月の詔が見えている。
三司応差大将・軍将、短次勾
当
、仰街司山川給印紙三十張、抄上所
差
勾当事名目、随公事緊慢起発、的不得過限五
日、候於印祇上批
3 4
定機月日、坂本判官押丹、返程往廻、並依此批壮
一日、如在路有阻滞去処、亦取随処州県官可批
苦闘依、候到京、亦不得過限五日、須赴街可公参、委本一一川点検磨助程限達一台所差 将暦子批撃架閥、所差陸路管
。。。。。。
押官物、日来密院出給駅
券
、水路符可山給暦
一以、逐日
支
破食鋭、如不管抑官物、亦日省司給与倉券、若差押船
綱、有過犯該条、以替帰省者、但省司開生犯罪因由、断泣刑名、帖送街門、委本司置簿際録省帖、不以一克定年限押運満与不満 仰助会、如
一五係第
一等優軽者、先与三次短
差
、後却与
一
次第一等章一難、係第
二
等優料者、即与阿
次短差、後却与
一
次第
二
等市妹、沿係市
一難綱述、並却与
一
次第一等況難差造、
これによると、「三司の大将・軍将が限次に心務を行うときには、街吋は印紙（一緒一日開）一二十校を支給して、その差使の事務を記して起発させて、その月日を記入し、その
差
使を終って川ったときにもこれを記入させる。路で阻滞し
たときにはその理由を記入 る。 して街司をしてその程限の違否とその差使す 所を点検して磨防し、その暦子（岬湘を）を批撃して架閲しておく その
差
使する所が陸路で宵物を管押するときには、枢密院が駅券を給し、水路の
」れによると王消は消山
北宋の
コ 一
司の性格（周藤
）
二
九
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f可、ノ
ときには三一司が暦頭を出給し、毎日食銭を支給する。もし官物を管押しないときには三司が念券を支給する。もし綱船を差押して犯罪があり、替って帰ったものは、一二一川がその因由と刑名を記して、その街門に帖送する。そしてその差使が
一五第一等優軽に係るものは、三次短差を与えて後に、一次の第一等の古一難の差遣を与える。第二等優佳に係る
ものは、向次短差を与えて、後に
一
次の第二等の荒難を与える。一五度難綱速に係るものは並に一次の第
一等重難差
追を与える」ことと た。従って
三
寸の大将・軍将が短次の事務（短差）を行ったときは、印紙を支給して、その成
積を記入させた。叉大将・軍将が陸路で官物を管押し ときには、暦
一以を支給して食銭を支給し、官物を管押しない
ときには、倉券を給与してい そし 大将・軍将は水陸路で官物を管押した 、 こともあった。更に大将・軍将の は公平 なるようにされており、もと第
一等の優粍な差使であったものは
、
一一次の短差があっ
て後に、一次の布一難な差涯を与えられ、第二等の優軽な差使に充てられたものは、
二
次の短差の後に第
二
等の章一難な
差使を与えられ、もと霊 綱運に充てられたものは、短差が くて、一次の第 等 重難な差遣 与えられた。この中、優抗日は差使 幌くて容易なもので、第一等優軽は故も怪くて容易なものであり、前一難な差使は重くて苦しいもので、第一等主燃 最も荒くて奔しいものであった。これを綱涯につい いうと、宋会要・漕運の一五祐六年
235
四月二十一日の刑部の
f日 に 、
。。
。。。。
御河根綱、初係六十分重難差造、共後以河道平穏、改作六十分優料、今困小山（決口、山為賀川、水勢険悪、乞復為重難、
（ 犯
」
とあるように、前述の御河の線綱はもと六十分の亙難な差遣であった 、そ 後に河道が．平穏になったため、六十分の優粍な差泣となり、この頃小川八で決口して注いで黄河 なり 水勢 険悪とな たので、似た市一難な差遣と った。従って河道が平穏なときには、そ
の沼巡は優較であり
、河道が険悪となれば、それは屯難とな
った。反に前述の
左右府店宅務の
差
使についていうと、前述のように宋会要の左右廟店宅務の真宗・大中祥符一五年六月の認では、店宅
務には監山口を置き、軍将・大
J将を専知に充てて、その銭穀帳を管理させ、一界（二年）で遺欠がなければ、第一等優
軽差使を与えるこ とした。更に同条の仁求・天空間年
二
月、入内押班江徳明が左右府店宅務の課刊の旧領を欠少し
ていることを述べた処には
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G0006
父詳、本務係第
一等主難、一
二
川差軍大将充専副、二年界満得替、並無破帖窓由、亦無界末文帳、是致難以点検、
今後
差
軍大将
立
界、候
一 一
年界満、起
置
交頭交割、供中界末帳、赴
三
司、候勾磨了
H
、別与優斡
差
遣 、
と見えて、店宅務において
三
司の軍将・大将にし
て
差せられて専訓に充てられているものは、第一等重難な差遣であ
り、二年の界が満ちて得替するとき界
心不帳を点検し磨勘して、優軽
差
遣を与えることとした。従ってこの左右府店宅
務は第
一 等
市
一難な
詫
泣である
ため
、遺欠がないときには第一等優格
差
使を
与
えることとしていたようである。これら
から見る 、
一 二
司の街可は軍将・大将の差泣には優隠と軍
一難な差使
及
び一知地一圧を組合せて、その差遣を均しくし、公平
を期していたようである。従っ 前述のよう
に
、景徳三年十月、提轄三司街可謝徳権はこの三一司大将・軍将の役を均
しくし、内侍が内蔵庫を主る大将を間め
て
、
煩
市一（市一難）の役を免れさせようとした
を
使倖を求めるものであると
非難したのである。これから凡ると、内蔵咋を主るのは優粍差造であったようである。
次に
三
可大将・
軍
将
の
出身と出職について述べると、末
会
要・職官・
三
可の街司の条の大中祥符
二
年（
g g
）十
一
月の詔では今後三一司大将・軍将の中、もと使任（恒一四）で恩赦に該当して叙理し、廷に一次一差一遣を与えているものは、軍頭引見可が行
を
取って、
一
年或は
二
年 ・
一 二
年の差遣を与えて、その叶子
の
中でこれら使臣はご一川に送ったと書
て
おき、年限が満ちた日に 例に依って磨勘引見させ
る 」
ごととした。これらの
三
心軍将・大将は禁兵の御前忠佐軍以
引見司から三
1 4
に米たものであった。これについては同じ条の大巾禅符八年十
二
月の泉儀使管轄コ一一一川大将軍将秦儀等
の
言
に も 、欲乞日今毎有叙理使臣、降充三司軍大将、候到可収管、即行公文会問刑部、坂本人元犯及断造刑名、子細抄録、牒報街可
置
簿拘管、如経恩赦、合
一件該叙理、三河
一史不
会
問刑部、只於街門取索照会、
とあって、叙理使区を降して、ゴ一司軍将・大将に充てたも は 刑部に問うてそ 犯罪及びその刑名を録して、街一同の簿に記入させ、恩赦に通えば、これを取索 て照会させることとした。これ よると、三可の街司には三班使臣で界を犯して、
三
一川軍将・大
将
に充
て
られたものもいた。その中には前述のような軍頭引見司に属していたものもあっ
たであろう。このように街可 は刑罰
に
よって反されたものもいたことは、一克豊の官制改革でこの街司が刑部の都官
に帰したことと闘連があるもので
あ
ろ 川 戸
北 宋 の 一
一 司 の 性 格
（周 藤 ）
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更にん一本会要・職行の三一司・街心の仁宗・天空八年
2 8 0
）二月の条によると、一二
4
に詔し
て
、今後州府軍監は疋
に
街前人を発遣して三一一川に赴いて、軍将・大将に充てるのを許さず、もし三司軍将・大将が欠けて少くなったときには、三一一りをして上奏させて指揮を取らせることとした。従ってこれより前には、州府軍監の街前が多 三司軍将・大将に充てられていた。これについ はこの文の続きに
先是諸州軍街前・軍将・承引官・客一一川・井街職凡、如願充
三
可軍将
・ 大
J持者
、日来不
曽犯徒刑
、
家業及二百千以
と、詰会者算之人、巾発赴省、一芯係職片、即与三可大将、係承引行・客可・軍将、並与三寸軍将、本一戸下合当差充足正、即無免放、於乾興元年、省牒逐路伝運
4川、街前軍将、承引官・職此等、願充（軍）大将者、並且権住、
今遂詔罷之、
（
M M
） 
とあって、これより前には諸州軍の街前軍将及び汝引宮・谷川と街職此即ち郎知兵ぬ使－
m
押街等で三司軍将や大将
を願うものは凶日って徒界を犯さず、家業物力が二百貫以上あり、合算に通じ いるものを三一川 送り、もとの街職 はほ三司大将
と し 、
軍将と承引官
・
客可は
一．一一り軍将に充てていた。そしてこれらのリの忠正の役を免除していた。然
し
乾
興一万年には三司から各路転運司に牒して、街前軍将・承引官・職員で三司軍将・大将を願うものは権りに止めさせて
（ お ）
いた。これは周一正の役を免除されてい
る
ものが多かったためであろう。そこでこの天聖八年
二
月、この制を廃止した
ものであろう。然し「続資治、通鑑長
一制」地町長祐一万年（
H 0 2
）二月葵酉や宋会要・職？
T
械の呆祐一五年二月二十五
日によると、尼正の役を終 街前に充 られた旦正街前の役が、尽くて破旅するも が多かったので、官を遣して三司とこれを議せしめた。そのため権三司使沼識等がいって、川峡・闘広・只越の話路では旧制に依る外、八点路では街前を募って、一二年に満ちて徒界を犯さず、官物の紹繋のないものは、上京して三一一川軍将 補任させようとした。そこで詔して、
に従ったが
、もし
三ば軍将が人に関（欠）くるに至らなければ
、しばらく招
募を止めることと
し
た。従ってこれらの路では召募街前（城崎清 ）
を用いて
、
コ 至
。の後これらを三司書付に補することとした。このよう
にして三河軍将には諸州の投名街前も充 られた。
このように三司軍
J将・大将には使ぼの罪を犯して降されたものや諸州の街前も充てられていた。そして神宗の照寧
七年
三
月には前述の如くそれらの領が千五百人と定められた。然しその後
三
司の軍将・大将は人数が足らなくなった
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ょうである。宋会要・沼運の一五盟二年（
53
）十月二十七日の条によると、沖河及び江南・刑湖の綱述を管押するも
のは、七分は三班使区とし、一二分は三可軍将・大将・殿侍を差することとした。これは三班使臣の人此は多いが、一二司の軍将・大将は不足して庫務の綱、運に人を閥くので、三可が議して、軍将・大将を使巨に代えたためであった
Q
更に街司の職片の叙遷の制については、「宋史」職官志の叙遷之制・流外出官法の三司には、
街司、都押街、三年出奉職、街佐三年出借職、通引官・行首司、五年出奉職、
（ 釘 ）
と見えて、街司の都押街は三年に 三班奉職に出で街佐は三年にして借職に出で、通引官・行首は五年 して三班奉職に出でた。こ 中 都抑街については前述 如く諸州都押街が三司大将になり、軍将が三司軍 になっているので、街司の都押街も三司大将がなっていたものであろう。街佐については前述の宋会要・職官・三司・街司の天聖七年十月の条に、
詔一一一一川、街一一川部抑街、依旧選差人、充其街佐、日今省罷発近、帰本司、例選差飲料或厨料後行二人、充子分、
と見えていて 抑衝には街佐がいたが、今後飯料或は厨料の後行 人を選差 、手分に充てさせた。従っ
（ お ）
て街佐は前章の人吏系統の後行等がなって ようである。
要するに街可には軍将・大将が属しており、これらは三可の色々な役を管理していた・そこで街可はこれらの差使を
優軽・重難 短差に分けて、適当にこれを組合せて、軍将・大将に均 く負担させていた。これらの軍将・大将には武官で罪を犯して降職されたものと地方の諸州 街職只・街前軍 ・承引官・客可等の補任されたも とあったがその後には後者はやめられた。然し諸州の投名 前等はこれに充 られた これら 軍将・大将は 数によって、三班奉職等になった。叉街可には街佐といって、人吏も置かれていたようである。
五
事吉
雪豆
ロ
以上考察してきた所をまとめながら、結論を述べることとする。宋初には五代の制を踏襲して、ゴ一司使が置かれたが、その後これを三部に分けて、
塩鉄使・度支使・戸部使を置
北宋の三司の性格（周藤）
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四
き、或は天下を十道に分けて、左右計・総計使を設けたこともあった。然し真宗の威平六年以後には三一一吋使を置くことに決めた。宋初の三司使や塩鉄・度支・戸部使・左右計・総計使等
に
は多く武官も任用されたが、
真宗
の中期以後
には全く文官が任用された。そして宋初から真宗朝までは三司使には両省五品以上の官が用いられ、その中 底に宰相となったものもおり、その地位は高かった。仁 以後になると、三可使もいたが、権三司使が多くなり、権発泣三司使も置かれ、神宗朝にはこれが多かった。そこでこの時期には両省五品以上もなったが、これ以下の官や両制学士が多くなり、神宗朝の権発遺三司使に 学士の下の侍制がなった。従って 司 の地位も漸次低下してきた。即ち仁宗朝には三司使 ら直に執政 なるものが多かったが、神宗朝には初期を除くと、直に執政になったものはなかった。三司使で久任したものは多く成積をあげたが、これは全体から見ると非常 少なかったようである。
三司の中の三部や子一一
円には会計や
書記を行う人吏
が多数置かれていた。これらの人吏には姦滑なものが多かったの
で、宋初には地方の諸州の人吏を三川 任用し 或はそれらの人員を整理して、その額 定めた。然し後には人吏が団結して、この人員整理 激しく反対した め、こ はあまり行われなかったよう ある。 だ宋初にはこれら吏の怠児を徴して、事務 改革を凶っ こともあった。これらの人吏は多く賄賂を取っていたので 神宗朝 余法行われると、その禄を増給された。一一一司 人吏は年功によって武官に賂進していて、その中にはかなり高い官たものもいた。叉こ 頃には在京の百可で 人吏が局毎に蒼額 守護神として、毎年秋に寮神会 行って その団結を凶り、共同 利益 守っ いた。従って 吋で人支整理が行われたとき、 れらの激しい抵抗 過っ も れらの聞にこ ような問結ができていたため あろう。 ような団結は、元代 なると地方では商人 行と同じく、曹行という組織になっていた。
三可の街司には多数の大将・軍将が属していて、各地の漕、運に従い、騎案の牧養や都水監の河川工事・軍器監の工
匠の教育等を行い、叉左右府店宅務の専知官となって、その銭穀を掌り、店宅を修築し、或は酒坊の経営や内蔵庫の管理等も行って た。街可はこれらの差使を優軽と重難とに分け、これに短差を組合せて、大将・軍将 負担 均平ならしめていた。これらの大将・平将
に
は武官の罪によって開札されたものや地方の諸州の術職
円以・軍将・成引官・得
．4
等
もなっていたが、後には後者は旦正の伐を免除されていたため罷められた。ただ諸
州の投名術崎
ばこれらになる
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のを許したようである砕かれていた。
．要するに三一一川ぱ唐末五代の節度使体制と同様な構成をもっており、米はこの制を襲ったが、宋では一一一司使は始終変
っており、時代を降ると共にその地位が低下してきた。殊に神宗朝に新法が行われると、その財政栴が縮小され、遂に
一冗立五年解体された
υ
これに刈して
三
一川の小には節度使体制に見える孔日行系統の人支と街前軍将・街職以に当る
軍一・大将がいたが、かれらは三一川使以ド 始終変っているのと具り、永い問その任にあった。そこで三川の事務は実際には人吏と軍将・大将特に人吏によって行われており、かれらの問には団結もあって、その地位を強化してきた。そこで
一 一 一
司が解体されて、国家財政が各官庁に分散されても、これらの人吏等は小央官庁の下で牢問たる勢力を
もっていた。従って北宋では
三
川は解体されても人吏等の勢力は確立していた。これは宋代の地方の州県でも人吏が
（ 却 ）
隠然たる勢力をもっていたことと共に、米代財政史の上で注意すべきことである。（
m m
和問
0
・ 一
0
・二二）
これらの大将・半将も年功によって武官になっていた。叉術一川にも術佐といって、人吏も置
拙著「宋代経済史研究」
一0
．1
代節度伎の支配休制・序説参照。
拙稿「北 における一一一司の興出」（「駒沢史学」六）参照。向上参照。「玉海」巻
一
八六食貨・宋朝三司使参照。
「太宗実録」巻三一一推照元年九月辛未参照。川上巻一一二嘉 元年九月壬申参照。向上巻凶二
一推照凶年十月壬辰参照。
同上巻四三一推照五年二月戊申参照。
9
「皇宋十朝綱要」巻二六太朝のゴ 司使によると、張推と董織との削に説伴の名が見えている。
叩「玉海」巻一八六食貨・宋朝三司使参照。日「白玉宋十朝綱要」巻
一 一． 冥 宗 明 の
一一司使によると「伝染・張諌・上有
一止いとあって、張諌が見えるが、張諌についてはよく判ら
な い 。
口同上真宗朝の
コ 一
司使には林特と．什則元方の附に馬一克古が見える。馬元吉が三司使になったかどうかはよく判らない。
2 3 4 う6 7 8 
北宋の
三
司の性格（周藤
〉
五．
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~ ノ、
日これについては宮崎市定「宋代官制序説」ハ佐伯富「宋史職官志索引」所収）参照。M
宋会要・食貨・水運の神宗・治平四年十一月十四日には権発造三司使公
事
部 必 の 一 一
一 一日 が 見 え る 白
日「
皇宋
十朝綱要」巻八神
宗朝
・ 一
二
司使の中には郁必と呉充の問に王淘が見えている。
“同ヒによると、李承之と安宗との間に越品が見えている
。
げ「職官分紀」巻一三・コ一司の使の条参照。日「司馬温公文
集
」巻
二 三
論財利疏参照。
円「職官分紀」の三司の推官巡官参照。刀「容斎随宰」川宰巻一四祖宗親小事の条参照
0
1
「職官分紀」の
三司
の
三
部諸司属吏の条参照。
竹一「続資治通
鑑長編
」巻
一
八二
h t加枯元年
三月
発丑によると、このとき塩鉄副使李参は湖北安撫使に遷った。
β
官崎市定「王安石の吏士合一策
l
倉法を中心として」（「アジア史研究」一所収）参照。
M
この曹司即ち州や県の人吏については、拙著「宋代経済史研究」一一宋代州県の職役と膏吏の発展二宋代州県の職役とその変
質過程
凶宋代州
県
の人
吏参照。
お州の街前については向上拙
著
の
宋
代州県の職役と
膏吏
の発展
二宋
代州県の職役とその変質過程
ω
宋代の街前
参照
。
おなお王安石の「臨川文集」巻八七馬知節 神道碑参照。幻な 宋
会要
・食貨・漕運の天聖八年三月
三
日の
三
司の
言
参 照 。
おなお向上天
聖六年九月の嘉
州の
言及
び同七年
六月
七日の
三
司 の 一
汗参
照 。
汐拙稿「北宋に ける
三
司の興廃」
（ 「
駒沢史学」
」ハ ）
参 照 。
mN
同上参照
o
M
向上参照。
m A
この「六十分の
重難
」の六十分の分とは、
官
が一分毎に
幾らかの銭を支給
して、その漕運の費に充てさせたものをいうが、貫
一
難の場合には官の支給する費用はその漕運の費に足らないのである。（前掲拙著「宋代経済史研究」の宋代州県の職役と膏吏の発展の中の宋代の街前の項参照）。
MM
「宋史
’ 一 職
官志
の刑部の都
官郎
中・員外郎によると、これは徒流・配
隷を掌り
、
天下の役人と在京百司の人吏の籍や副尉（軍
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・大将）の
差使を行っていた
。なお五代宋初には武将で罪によって州の街前に反されたものが
多かった。これについては
前掲拙
著 一
01
代節度使の支配体制の街前の条参照。
M
このことは前述の宋会要・消運の天聖三年十月
二
十七日の釘州の言によっても判る。
MM
この文は「続資治通鑑長編」巻一
O
九天聖八年
三
月庚辰にも見えるが、これには「諸州軍の承引けれ・客司・街前の三司に赴い
て軍大将に補せられるものは、例として里正の役を免ずる」とある。
%乾輿元年十二月には当時役を免んぜられていた官僚や街前の聞を制限する限回法が行われた
。本文
はこれと関連があるもので
あろう。拙著「中国土地制度史研究」六宋代荘園制 発達参照。
竹川通引廿・行
首は共に通
引司に置かれたもので、行首も通引官と同じく渉外
事項
を行っていた。前掲拙著の五代節度使の支配体
制の客将
・
通引官参照。
話なおこれについては同条の照
寧七年
三月九日の条
参照
。
刃前掲拙
著「宋代経済史研究
」 一 一
宋代
州県の職役と膏吏の発展の中の宋代州県の人吏と南宋州県の脊吏の性格参照。
北宋の三司の性格ハ周藤）
七
Hosei University Repository
